
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１月２８日（火），弁護士 前田 剛志さん （備北ひばり法律事務所）を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お招きして，教育講演会を開催しました。当日は，６年生の児童に向けて

「子どもと法律」というテーマでお話をしてくださいました。保護者の方にも参加していただきました。　「法律」と聞いて，難しい話を想像していた児童も多

かったのですが，わかりやすくお話していただいたので，よく反応しながら話を聞いていました。　６年生の感想の一部を紹介します。

令和５年１２月号２ 第３３２号 R5.12.15
TEL:0824-62-2217 FAX:0824-63-1921
E‐ｍail：tohkaichi-e@school.miyoshi.hiroshima.jp
URL：http://www.school.miyoshi.hiroshima.jp/elementary/tokaichi/

前田さんの話を聞いて，子どもと大人の

ちがいを法律で決めていることが分かりま

した。違いを作っている理由は，大人がし

ていいことの中で，子どもがしてはいけな

いことを判断するためだと分かりました。

弁護士は，裁判をするだけでなく，人の相

談にのったりすることもする人達でした。

子どもにも，たくさん権利があることが分かっ

た。弁護士を仕事にした人は，人の助けになりた

い，人に寄り添ってあげたい等，優しい人たちが

弁護士になっているんだなと思った。弁護士は，

みんなの話を聞くから大変だと思いました。「や

られたらやり返す」のは，簡単には考えてはいけ

ないことが分かった。

弁護士バッジについて興味をもちました。

なぜ外側がひまわりで，中央が秤のデザイン

なのかなと思い自分で調べてみました。ひま

わりには正義と自由，秤には公正と平等を追

い求めることを表していると分かりました。

バッジにも意味があると分かりました。

特に印象に残っているのは，人権・権利のことで「自

由権」表現をする自由というもの。法律はルールでもあ

り，人を守るもの。人を幸せにするためのものと分かり

ました。

自分でも出来そう，やることは大切だと思ったことは

「人の相談にのる」「いやなことがあれば相談する」と

いうことです。

今こうやって私たちが幸せにく

らせているのも法律のおかげなん

だなと思いました。飲みたいとは

思ったことはないけど，お父さん

が飲むビールに「２０歳にならな

いと飲んではだめ」と印がしてあ

るのは何でだろうと思っていまし

た。それは，子どもが成長しにく

くなってしまうからと分かりまし

た。

困ったときの対処の仕方や相談を

するところがあるのを知って安心し

ました。もし，自分が困ったとき，

弁護士に直接話ができるのは安心で

きて嬉しいと思います。裁判のこと

も少し知って，ニュースの見方も変

えられることや考え方も変わると思

うことがありました。自分たちが正

当防衛って言っていることも間違っ

た使い方だったと気付きました。

正当防衛についてのことで，

私は自分が危険な時は相手に

何をしてもいいと思っていた

けど，実はやられてやり返し

たらどちらも同じ罪になって

しまうと知って少しショック

でした。だから，自分が大丈

夫だと思って，相手に暴行を

するのはいけないとよく分か

りました。

冬季休業中の電話等の対応時間と閉庁

【閉庁する日（学校を開校しない日）】

令和５年１２月２８日（木）～

令和６年１月４日（木）

【電話・来校による対応時間】

８時１５分～１６時４５分まで

保護者の皆様には，ご理解，ご協力をいただき

ますようよろしくお願いいたします。



　６年生は，１２月６日（水）７日（木）の２日間，香川県へ修学旅行に行ってきました。雨が降ることもなく，

スケジュール通りに見学地を回ることができ，大満足の６年生でした。この修学旅行で，より絆が深まった６年

生。卒業までの３か月，さらにパワーアップした姿をみせてくれると期待しています。

先日，教育委員会の方や保健師，助産師の方に来ていただき，「命の授業」

の学習をしていただきました。内容は，「いのちの始まり」「プライベー

トゾーン」についてです。

折り紙にあけられた小さな穴・・。その小さな穴がいのちの始まりである

受精卵と同じ大きさであることや，豆に描かれた赤ちゃんの大きさくらいに

なると心音が聞こえ始めることも教えていただきました。

赤ちゃんの人形を抱っこする体験もしました。子どもたちにとっては，驚き

でいっぱいの学習になりました。

（子どもたちの感想から）

「わたしが心にのこったことは，赤ちゃんがお母さんのおなかにいたときは，

こんなにちいさかったんですねということです。これからわたしは，友だち

のいのちと自分のいのち，みんなのいのちを守っていきたいです。」

「受精卵があんなに小さいとは思いませんでした。いのちは大事だと思いました。」

社会科で農家の仕事について学んだ３

年生。１学期には，Agre Lore Lab.（ア

グリ ロアー ラボ）の藤谷さんから，白ネ

ギづくりの工夫や仕事に対する思いなど

についてお話を聞かせていただきました。

その学習の一環として，白ネギのおいし

さをアピールするポップづくりにチャレ

ンジしました。

そのポップを白ネギにつけて三次フー

ドセンターで販売してくださいました。

貴重な経験に

なりました。

「６年い組」四国水族館にて 「６年ろ組」ニューレオマワールドにて 「６年は組」善通寺にて


